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９月度例会 「萩ＪＣ５０周年を考える協議会」

平成１８年９月１２日 （火） 萩商工会議所３F

　２００６年９月度「事業推進委員会担当」例会が

９月１２日（火）１９：００より商工会議所３Ｆに

て「萩ＪＣ５０周年を考える協議会」というテーマ

のもと開催された。４０周年を経験したメンバーに

よる当時の思い出や苦労話し、そして５０周年への

想いを「大谷」「阿川」「大中」「宮沖」「小橋」「山縣」「岩

田」「長富」という大変個性豊かな、そしてＪＣへ

の考え方やスタンスもそれぞれ違う８名が約５分間

という大変無謀な持ち時間を与えられて演台に立った。案の定…普

段あまり皆の前で話す機会の少ないメンバーが多かったせいもあり

時間は大幅にＯＶＥＲ。何はともあれ、この８人はそれぞれの想い

やスタンスで１０年間よく頑張ってきたな…と、それが率直な感想

だ。そして来年５０周年を迎える萩ＪＣ現役メンバーのスタンスも

様々 ≪萩ＪＣを飛び出し山口地区～中国地区で頑張る人、自分の出

来る範囲ではあるが萩ＪＣを一生懸命に盛り上げ頑張る人、地域の

活性化のためＪＣ活動を頑張る人、ＪＣに不満を感じながらも全ては

自己修練の為と考え頑張る人、ＪＣには不満ばかりだけど少なからず

応援してくれるメンバーの為に頑張る人、etc …≫ でも確かなのは

メンバー皆がそれぞれ個々のスタンスで「頑張っている」という事。

しかし来年は萩ＪＣ創立５０周年、今こそ萩ＪＣ現役のＰＯＷＥＲ

をＯＢの方々、そして萩市民に向けて最大限にアピールしなくては

いけない１年だと思う。「やるときゃやる！」来年１年は自分のスタ

ンス以上に少しだけ無理をして頑張れば、記憶に残る素晴らしい１

年になるんじゃないか…そして来年こそ萩ＪＣの「絆」を更に深め

る最大のチャンスだと思う。長くなりましたが、今宵は５０周年に

ついて萩ＪＣの仲間について色々と考える事のできた大変素晴らし

い例会だったと思う。増山委員長を始めとする事業推進委員会の皆

さま大変お疲れ様でした。

　　　　　　　　　　　　　　社会開発委員会　委員　宮沖博之
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会員を対象とした指導力事業　?全員で心を一つに?

平成１８年１０月１５日 （日）

平成１８年９月９日(土）・１０日 （日）

光アネックススポーツランド

　秋晴れの中、総アクリル張りのテニス場で２

００６年度会員大会が執り行われました。 　当

日、阿川仁海君、大中隆義君、野坂和左君、村

本和三君、併せて 4 名のご卒会予定者をお祝い

すべく大挙して押しかけ、開会前には既に全開

のメンバーもでてくる程。 式典では、本年度ブ

ロ長の吉村浩二君から美祢 JC の高山予定者へと

プレジデントリー フが粛々と引き継がれ、褒賞

アワードにおいては健闘したものの萩は受賞を

逃してしまいました。大懇親会では騎馬を組み、

それぞれの似顔絵の描かれた幟を先頭に、卒会

予定者の皆さんを１人１人ステージへ送り出し

ましたが、萩一有名な大中直前（ブロック副会長）

は激励の洗礼を受け見事なダイブを披露し、村

本監事は、普段は見せない満面の笑顔で私たち

の声援に応えてくれました。野坂君も壇上で踊

り、あの阿川 君でさえ花束を振り回し抱擁して

おりました。 興奮覚めやらぬ間、一路萩へ。4 名

を囲み、スポットで二次会を行いましたが、各

人 思い出を語る場面ではうっすらと涙する一幕

も。 あと 1 月。同級生ではありますが、送り出

す側としまして、精一杯の思い出を贈り物 とで

きるよう、残す卒会式の設営に尽力したいと思

います。皆様方に於かれましては ご参加の程何

卒宜しくお願いいたします。 

総務情報委員会委員長　植野暢之

　9月 9日、10 日の２日間指導力拡大委員会の「会員を対象とした事業」を須佐湾エコロジー

キャンプ場にて実施いたしました。事業内容は１日目は徒歩（約１５ km）及び列車を利用

してのキャンプ場までの往路、キャンプ場にて田村充正先輩、澄川眞治先輩によるセミナー、

両先輩を交えての夕食会、２日目は大薀寺での座禅修行等と盛りだくさんの内容でした。

１日目のキャンプ場までの道のりでの突然の大雨などのトラブルもありましたが、ケガ人・

事故等もなくなんとか無事に終えることが出来ました。会員同士、寝食をともにしたこと

で多少なりとも団結心が生まれたのではないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導力拡大委員会　委員　吉武要一

田村充正先輩、 澄川眞治先輩

ありがとうございました

フー、 ひと休み

須佐エコロジーキャンプ場



１０月度例会　「知っておきたい日本の歴史」

OB とのスポーツ交流
平成１８年９月２７日（水）

平成１８年１０月１２日（木）
萩商工会議所３F

明倫小学校 ・ タルタル２１

　９月２７日明倫小学校グラウンドにおいて

ＯＢとのスポーツ交流と題し、現役、ＯＢ混合

チームとなりグラウンドゴルフで一緒に汗を

流しました。いつものゴルフとは勝手が違う

という所でＯＢの皆様には、大いに楽しんで

頂けた様子で、その後の楽しい懇親会も手伝っ

てか、ＯＢと現役との距離はぐっと近づいたの

ではないでしょうか？さて、来年我らが萩Ｊ

Ｃは創立５０周年という節目の年であります。

懇親会の場では各々が現役会員には知り得な

い歴史やＯＢの皆様方の 50 周年に対するおも

い等をお伺いでき、また心強いご支援をお願

いできた素晴らしい場となったと確信してお

ります。「萩ＪＣ50 周年，大盛会！！」への一

助となれば幸いです。

会員交流委員会　委員　烏田栄二

　リーダーに必要なのは「古典」と「歴史」

を学ぶことである。ところが、その「歴史」

に関して、いま正しい知識を持っている日本

人が、大人と言われる人たちの中にも極めて

少なくなっている。正しい歴史観なくして、時代を切り開いていく知恵は生まれない。２１世紀の日本

を富国有徳の国にするためにも、これだけはぜひ、知っておいてもらいたい歴史精髄をここに伝えたい。

１０月１２日（木）、萩市民館講義室での１０月度例会では、「知っておきたい日本の歴史」をテーマに

社会開発委員会が担当させていただき、最初にクイズ形式による歴史問題、その後ビデオ鑑賞による研

修を行ないました。渡部昇一先生の講演会からの「伝えよう美しい日本の魂」の事業が今完結いたしま

した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会開発委員会　委員　阿川仁海

若い我ら〜



編集後記

　　　　平成 18 年１０月２日（月）　トマト村

　　優勝　岸田繁樹 君　　準優勝　佐伯政樹 先輩　　３位　大玉 功 先輩

　　役満賞　小橋正伸 君 ( 国士無双）　岸田繁樹 君 ( 四暗刻）

　　ハイスコア賞・大波賞　長富君　

ブロック研究会

第５回　小橋理事長杯

　　　平成 18 年９月２３日（土祝）　美祢カントリークラブ

　　優勝　波多野充浩 先輩　準優勝　野村浩幸 先輩　３位　宅野奈都子君

　　４位　吉岡典厚 先輩　 ５位　長岡智里 先輩　　６位　嶋村理郎 先輩　　

　　ドラコン賞　松尾義人 先輩　小橋正伸 君

　　ニアピン賞　嶋村理郎 先輩　② 小橋正伸 君　　

　　べスグロ賞　波多野充浩 先輩　馬券　長岡智里 先輩

第５回　小橋理事長杯

じゃがいも

薩長土肥の会 平成１８年９月１４日 （木）

全国会員大会 平成 18年 10月８日（日）
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平成18年９月16日(土）　萩本陣

烏田栄二君・まゆみさん
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　９月１４日佐賀の地に於いて（社）佐賀青年会議所５０周年記念式典

及び薩長土肥の会が開催されました。私は入会して周年事業に初めて参

加して佐賀青年会議所のきりっとした立派な式典には感動しました。式

典の中では夜回り先生、水谷修さんの講演が行なわれ、聞きに来ていた

中学生も話が進むにつれ水谷さんに引き込まれている様子でした。私も

小学生の頃にこの話を聞いていれば少しは人生が変わっていただろうと

思いました。式典・懇親会が終わった後に薩長土肥の会が始まり各々の

ロムの方と懇親を深める事が出来ました。この度遠路、佐賀の地へ行っ

て自分自身来年の５０周年に向けて大きな意味があり大きな一歩になっ

たと感じました。最後に昔、薩長土肥の偉人達も酒を酌み交わしこのよ

うに懇親を深めたのであろうと思いながら萩へ帰りました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　事業推進委員会　委員　岡田勝行

　１０月８日に全国会員大会が福岡の地で行われました。早朝から萩を出

発し、瀬板の森北九州ゴルフコースでプレイをしました。天候も良く、ス

コアも卒会予定者は絶好調で、ゴルフ場選択も良かったのではないかと私

もほっと胸をなでおろしました。その後博多に入り、懇親会から参加され

たメンバーも合流し、総勢２０名にも膨れ上がり、懇親会場は異様な盛り

上がりとなりました。その時の卒会予定者から贈る言葉がとても私の胸に

残りました。そして、その勢いのまま２次会会場になだれ込み、カラオケ

大会となり、福岡の夜を満喫されたことと思います。卒会予定者の皆様、

残り数ヶ月の現役生活ですが最後までＪＣライフを全うされてください。

また、参加された方、本当にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　波多野俊裕

福岡

　今年度最後の JC ニュースになりました。一年間どうもありがとうございました。ご期待に添えな
い部分も多々あったかとは思いますが、来年度は５０周年の記念事業など今年以上に内容も豊富で
充実した紙面になると思いますので、引き続きご愛読の程よろしくお願い致します。本当にありが
とうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会


